



















































治本が弥富にやってきて、駅前の旅館、聚芳館 滞留し いた 「た
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ぶん先生をたよってきたのであろうし、先生も招いたのであろう」 。その時に、王治本の筆に成る「祭花庵」の大額と「藍亭記」の文ができた。 「藍亭記」は小楷で端正に書かれ、担風の書斎である藍亭の楣間に久しく掲げてあったが、 昭和三十四年 伊勢湾台風のため、行方が分からなくなった。王治本 「額をかいたの」は「丙午の五月五日であ」っ
１。筆者按ずるに、この「五月五日」は陰暦と見



























































































































































尾張詩派、肇自茉莉巷、踵而起者、則属藍亭、数十年間、後光輝映。洵可謂得江山之助者矣。余東遊卅餘年、茉莉詩巷、曾聯吟契、而藍亭則未獲一識也。頃者游次鯏浦、得以一訪、置酒論詩、歓若旧好。談次 属余記其亭。余諾之、而未審其義 既而得一説焉。夫藍、染草也。蓼藍 ・ 大藍 ・ 槐藍三者、皆可染作澱色。故曰「青出於藍 勝於藍」 。以藍染物 一如以学染人。故学者以弟勝於師 亦曰「青 」 。 度藍 命意、固深望及門之青出、而甘自居於藍也、故以藍名亭云。居士曰 「先生之論則善矣。然要非吾本意也 吾甞閲竹林詩評 、 『謝朓詩 如西
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うなことから、私は 亭という命名は、担風が自分自身は「藍」の位置に甘んじつつ、 「青」 すなわち自分に勝る弟子が現れるこ を熱望する気持ちを寓したものであろ 推し測った。すると担風が言うことには、 「結構な論をお立て なったが、煎じ詰 と我が本意から外れている。私はかつて『竹林詩評』に『謝朓の詩は 西山の清暁、霏
嵐ママ
翕黛の中、時に爽気有るが如し』とあるのを目にし
て以来、このような風景にあこがれる うになったので、そこから「藍」 の字を取って亭に名づけたのだ」 と。これに対し、 私はこう言った。 「竹林が山の景色を借りて詩を評したのに対し、貴君は詩の描き出す景色に即して亭に名づけられたというわけだ。どちらも景色を喩としている。それならば、私はこの亭の景色に即して言葉を並べてみよう。
（中略）
以上のように言葉を並べることが可能なのだか


















































































り。この日児どもへ 柏の葉 肴を盛りて飯を出す」というようなものであったとされている。 『尾張名所図会』は 明治三十九年から七十年近く前の天保九
（一八三八）
年から約三年をかけて執筆さ


















































































































































































































は、 「名は直賢」 、 「嘉永
十ママ
六年十月十五日を以て、多度





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典』 （浙江古籍出版社、二〇〇五年）によれば、阮舜琴は同治・光緒間の、浙江慈渓の人。初名は鰻昌で、舜琴はその字。貢生。何度も省試を受けたが合格せず、その後、日本へ出かけたという （三二四頁） 。 王 本と同郷であるが、 その具体的な関係は不明。 『伊勢』を調査してみると、四十一年の五月ごろ伊勢に滞在していたらしく思われ、 担風の『養痾詩紀』 （四十一年）に舜琴の題詩がある。蝶如によれば、舜琴は四十一年の春、担風を弥富に訪ねたという（ 『服部担風先生雑記』 、
二三七頁） 。
４
 本稿（上）では立松晴濤の生年を記さなかったが、その後、判明したので、補っておく。一八七五（明治八） 生まれである。 『百花欄』十二集臨時増刊（三十七年）所載「花欄千家」による。
５






 「茉莉巷」森春濤が東京で吟社を開いた下谷摩利支天横町（現台東区上野）のこと。 「藍亭」服部担風とその一門のこと。 及門」門下生。 「竹林詩評詩話 一種 撰者不詳。 「謝朓」南北朝南斉の詩人。 「霏嵐」の「嵐」を『説郛一百二十
』
八十所収の『竹林詩評』では「藍」に作る。 『扶桑』の
誤りである可能性が高い。 「多度之峰」三重県北部の多度山 岐蘇之水」木曾川。 「慈藍」未詳。 「観蓮百詠」三十三年刊の担風の詩集『江西観蓮集』のこと。 「茉莉髯翁 森春濤のこと。
９
 王治本と服部担風及びその門下生たち の最初の出会いは、実際はこの年の四月十五日に桑名の愛宕楼で開かれ 佩蘭吟社の例会におい である。本稿（上）四十一～四十三頁。10 実は、 冨長蝶如が、 始終藍亭に出入していた ろの記憶に基づき、 「藍亭記」の大意を「漆園が、この記文のはじめに、 『茉莉巷凹処』の森春濤をかつぎ出しているのは、著想としてはいか も自然なことである 春濤が 尾張の人であるし 彼が東京に在っ 『新文 』を刊行しつつ、詩壇 気運を一時左右したの 当然無視さるべきでない。 気運に乗じて多く詩人が出てきた だが、 先生もそ 一人の、 しかも重要なる一人であった。漆園は、ここから筆をつけて、あの『出藍』という語をうまく活用している。尾張人である先生の、その才や学 春濤の流派をひくもの うちで、
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実に卓然と傑出していることは、いわゆる『出藍』のほまれを得ているものだというのである。 （中略）漆園は、そこから筆を一転して、先生の書斎から見える伊勢の群峰の『翠藍』の色をこまかに描写している。 （中略）そして、先生が書斎に名づけるのに、 『藍亭』と称するのは、こうした自然の美 さをとり れて、自然の中に、そのこころを融合せしめたその心境を、この『藍』の一字に象徴したものなのだろう（以下略） 」と記述しているが 不十分と言わざ を得ない。11 この「興」は「與」 （新字体は「与」 ） 誤りである可能性もあ 。12 財団法人文化財建造物保存技術協会編『重要文化財
　
服部家住宅（主屋・
離座敷）修理工事報告書』 （服部家住宅修理委員会、一九七九年）四頁。13 臨川書店、一九九八年発行の「版本地誌大系十七」所収 大日本名所刊行会編 「大日本名所図会」 第一輯第九編 『尾張名所図会』 （ 一 による。14 なお、弥富市教育委員会生涯学習課文化財グループの服部一宏氏に問い合わせたところ、服部家住宅（服部弥兵衛家） 服部担風家 間には、史料の現存する近世以降に関する限り、血縁関係などは見出せないとのことであった。15「于」は「干」の誤りと考えられる。 干将」は古代の名剣の名。16 「鞴」は「鞘」の誤りと思われる。 「作勢」はこの場合、刀で何かを切る格好をすること。17 「清廾四家」は、ここでは書名で、冬野中嶋一男編『廿四家選清廿四家詩』（出版元は森春濤、十一年）を指すものと見 銭蒙叟は、牧斎または蒙叟と号した銭謙益 （一五八二～一六六四） のこと。 『服部担風先生雑記』によれば、 「 「清廿四家詩」三冊は先生がことに愛読したもので こ 書の講義は何度もくり返して」いた 上、 十一頁） 。18 杜甫「陪鄭広文遊何将軍山林
　
十首」其の二の「百頃風潭上、 千章夏木清」
（千本ほどの夏木立が清らかに茂っている）を下敷きにしてい ようである。 「四合囲」は四人が両手で抱え 太さ




























22 桑名郡教育会編、 辻市治郎（雅堂の本名） 『桑名郡人物誌』 （桑名郡教育会、一九二一年）一二三～一二四頁。23 第十四句の「洽」 、 第十六句の「閒憑」 、 第十八句の「属」 、 第二十四句の「旗」 、第二十五句の「我興 を、 『伊勢』ではそ ぞれ「愜」 、 閑倚」 、 「厲」 、 「旆」 、「興我」に作る。第十八句は『伊勢』の方が適切であり、 第二十五句は『扶桑』の方が適切である。その他は両者、大差ない24 「●」 の部分は 『扶桑』 『伊勢』 、 いずれも不鮮明 るが、 文脈から見て、 「壇」である可能性が高い。 「霊光魯」は通常「魯霊光」 、 偉大な人物のたとえ。25 この後、一句脱しているはずだが、 字句は不明。26 「腹笥」は、 『後漢書』辺韶伝の故事に基づき、腹中に記憶した書籍や有する学問のこと。27 『楚辞』卜居の「瓦釜雷鳴」に基づき、 大きな音を立てることがあるものの、土釜に過ぎない、すなわち凡才であるの意。28 この「雪」は「雲」の誤りと考えられる。29 『漢語大詞典』第七巻二九七頁。30 この詩は七律で、唐の韋縠の『才調集』には、こ 題 載っているが 他本では「楚宮二首」の第二首として掲載されてい （ 一首は 十二峯前落照微」を起句とする七絶） 。劉学鍇（一九三四～） ・余恕誠（一九三九～二〇一四）共著の『李義山詩歌集解』 （中華書局、一九八八年）が「箋
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未詳）が、高島が二通りの名乗り方をしたと見ることができる。当時尾張の詩壇を牛耳っていた担風の作の評者として適格なのは、尾張 は彼の師である箑川 ほかにな とされたか。なお、 については本稿（上）三十二頁。37 本稿（上）三十九～四十頁。38 冨長蝶如は担風 妹の名を雪枝と記し、 「雪枝さんは 雪湖と号して詩を善くした」と述べている（ 『服部担風先生雑記』上、六頁） 。雪枝が二つの雅号を持っていたのか、あ いはいずれかの雅号が誤りであるのか、はたまた別の妹か、真相 不明。 『扶桑』所載の漢詩には作者名を「西湖女史雪枝」と明記したものがいくつか見いだされる（例えば三十九年二月十五日、三月二十四日のものなど） 。なお、蝶如は雪枝について、担風の「母の生家である立松家の英一さんに嫁」したから、晴濤とは「イトコ夫婦で」 、 「その詩の才になると夫の英一、晴
涛ママ
居士も一目おいたほどで、しず
かでうつくしいかたであった」と述べ（同 、また、担風 「新婦は大野の立松家 みさを夫人、先生とは、 この関係。既記の立松晴濤さんの令姉で、 先 とは五歳の年のちがいがあ」ったとも述べて る（同上、七十三頁） 。39 「班姫団扇詠」は漢の成帝の宮女、班婕妤の「団扇歌」のこと。40 『北國新聞』三十八年十一月二十七日の記事「王
桼
園詞宗送別会」 、同十二




授で医学博士であった土肥慶蔵である。42 この「顔」は「韻」字 誤りと考えられ43 「置会酒群賢」は「置酒会群賢」の誤りと考えられる。
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44 広岡琴雨と中島樟南の生年は、それぞれ『百花欄』十二集臨時増刊所載の「花欄千家」による。45 本稿（上）三十三頁。46 『新詩綜』十二集（三十四年）所載の戸田の詩に付された説明による。47 戸田保忠編、戸田忠正著『静学詩鈔』 （戸田保忠、一九三三年）附録、 〔維新史料編纂会嘱託〕 尻佐譔「 戸田先生墓碑」 。48 『伊勢』は結句の「娥」を「蟾」に作る。49 このうち、静学の作二首は、九月二十八日の『伊勢』文苑にも載っている。前者は前掲の「丙午八月十七夕豊橋酔翁水榭酒間即景、同漆園老人賦、次韻」の第二首として載り、後者は「酒間示漆翁」という題で載っている。50 この作は九月九日の『扶桑』にも「丙午夏六月遊次豊城、過訪静学戸田詞宗、談次出示感懐覃韵佳作、索和、率成一律、録呈吟壇、敬求敲政」という題で載っている。51 この「飼」は「詞 誤りと考えられる。52 豊橋百科事典編集委員会編『豊橋百科事典』 （豊橋市文化市民部文化課二〇〇六年）六一〇頁。53 佐藤又八編『東参故人百家詩存』 （一九四五年）四十三 五十頁。54 この一首は、次の「二畳韵」 「三畳韵」と もに 九月二 八日の『伊勢』文苑に「豊橋百花園更 水榭 同漆園翁賦、次韻」という題で載っている（順序は異なる）が、 第一首には次のような字句の異同がある。 酒詩徴逐」―「風流詩酒」 、 「事」― 士」 俗士」―「至竟」 。55 この「土」は「士 の誤りと考えられる。56 筆者はこの時の王治本 訪問の とを「明治十五年
　
王治本の旅と
詩文交流―旅立ちから東海道を経て越前滞在ま ― と題する拙稿（ 武庫川国 』第八十号、二〇一六年 十七頁）で述べたが、王と渡辺小華との交流については無知のため、記述しなかった。今後補足する機会を持ちたい。なお、豊橋市史編集委員会編『豊橋市史』第三巻（豊橋市、
一九八三年） 一〇二三頁などにこれに関する記載があるので、 参照されたい。57 「早蟬」の語は、ここには奇異である。 「玄蟬」 「秋蟬」 「寒蟬」 「暗蟬」 「凉蟬」 「瘖蟬」 「鳴蟬」 「残蟬」等の語がふさわしい。58 この「倒」は「到」の誤りではないかと思われる。59 晋の石崇が別荘の金谷園で宴会を開き、詩の作れない者に罰として酒三斗を飲ませた故事（李白「春夜宴桃李園序」 ）を踏まえた表現。60 この「已」は「己 の誤りと考えられる。61 「紗羅姊娜」は「さらしな」の当て字と考えられる。62 この日の『伊勢』 この字の部分は不鮮明で、判読困難 であるが、次注所携 資料により「綬」と推定できたので、補入しておいた。63 なお、禾原の「古星夕後一夕湖心亭小飲、贈董綬経秋曹、即用往年申江唱和韻」詩（ 『来青閣集』巻三十七）も、こ 時 ことを詠んだ作と考えられるが、日にちは一 後 八月二 日になる。なお、この作の禾原の自注により、董綬経は「法律館 総纂に在職し、派されて日本に赴き法律を考査〔調査〕 」中であったことが知られる。陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典』によれば、董綬経は、康がその名 綬経は字である。江蘇武進の人で、生卒年は一八六七～一九四二または四七年。64 「羽」は、足羽川の流れる福井、すなわち越前ということか。65 「南浦」は、 『楚辞』九歌「河伯」の「送美人兮南浦 の句に基づき、 「送別の地」を称するのに用いられることが多い。66 この詩は十月二十七日 『扶桑』にも「次漆園老人見寄韵、却寄」という題で載るが、 次のような字句の異同がある。 「抽」― 惹」 、 「思」―「想」 、「梦」―「夢」 、 「心」―「神」 、 「美」―「軟」 、 「明」―「温」 、 「游」―「遊」 、「舫」―「棹」 、 「苦」―「孤」 。67 佐藤善之助編輯兼発行 尾張服部轍担風著『藍亭詩存』 （一九四一年）所収の戊辰（一九二八年） 作。
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